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令
和
4
年
第
1
回
山
ノ
内

町
議
会
臨
時
会
は
、
2
月
9

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
に
は
、
1
月
30
日

執
行
の
山
ノ
内
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
塚
田

一
男
議
員
、
湯
本
る
り
子
議

員
が
加
わ
り
、
13
人
で
の
新

し
い
議
会
構
成
を
決
め
ま
し

た
。

　
執
行
機
関
か
ら
は
、
専
決

処
分
の
報
告
1
件
、
専
決
処

分
の
承
認
2
件
、
令
和
3
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

8
号
）
が
提
案
さ
れ
、
い
ず

れ
も
全
員
の
賛
成
で
受
理
、

承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
議
の
冒
頭
で
、

昨
年
12
月
８
日
に
逝
去
さ
れ

た
故
望
月
貞
明
議
員
に
対
し

議
会
を
代
表
し
て
西
宗
亮
議

員
が
追
悼
演
説
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
傍
聴
席
で
ご

夫
人
に
抱
か
れ
た
ご
遺
影
に

向
か
い
、
議
場
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。

議会だより第128号令和４年２月

新議員２人を迎え
13人で新議会がスタート
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山ノ内町議会委員会等名簿 ◎委員長　○副委員長
（令和４年２月７日現在）

委員会名 所　管 委　員

常　
任　
委　
員　
会

総 務 産 業

議会・総務課・税務課・消防課・
会 計 室・ 選 挙 管 理 委 員 会・
監査委員・農林課・観光商工課・
農 業 委 員 会・ 建 設 水 道 課・
危機管理課に関する事項

◎湯本　晴彦　○山本　岩雄
　湯本るり子　　髙田　佳久
　渡辺　正男　　西　　宗亮
　髙山　祐一

社 会 文 教 健康福祉課・教育委員会に関
する事項

◎白鳥　金次　〇塚田　一男
　布施谷裕泉　　山本　光俊
　小林　克彦　　徳竹　栄子

広 　 報 議会だより・議会ホームペー
ジに関する事項

◎渡辺　正男　○山本　光俊
　塚田　一男　　山本　岩雄
　髙田　佳久　　西　　宗亮

予 算 決 算 当初予算・決算の審査に関す
る事項

◎徳竹　栄子　○山本　岩雄
　他11人

議 会 運 営 委 員 会 議会運営・議会会議規則等・
議長諮問に関する事項

◎布施谷裕泉　○髙田　佳久
　白鳥　金次　　湯本　晴彦
　渡辺　正男　　小林　克彦

議 会 選 出 監 査 委 員 西　　宗亮
北信広域連合議会議員 髙山　祐一　　徳竹　栄子　　白鳥　金次
北信保健衛生施設組合議会議員 髙山　祐一　　徳竹　栄子　　白鳥　金次
岳南広域消防組合議会議員 髙山　祐一　　徳竹　栄子　　湯本　晴彦

《
専
決
処
分
の
承
認
》

（
第
6
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
２

５
８
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
79
億
９
１

２
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
第
5
号
補
正
予
算
で
１
世

帯
当
た
り
5
万
円
を
見
込
ん

だ
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
に
つ
い
て
、
10
万
円
を

現
金
一
括
給
付
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
補

欠
選
挙
に
係
る
費
用
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

（
第
7
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億

８
９
５
５
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
82
億

８
０
８
２
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
国
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
給
付
金
（
１
世
帯
当
た
り

10
万
円
）
に
1
億
８
８
０
０

万
円
、
町
道
除
雪
費
の
１
億

円
増
が
主
な
も
の
で
す
。

《
議
案
》

（
第
８
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
５

３
１
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
83
億
３
６

１
３
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
雪
害
対
策
緊
急
農
道
除
雪

関
連
に
４
６
９
万
円
、
信
州

の
安
心
な
お
店
認
証
店
へ
の

補
助
金
５
０
０
万
円
、
観
光

連
盟
へ
の
団
体
会
員
運
営
補

助
金
４
０
０
０
万
円
が
主
な

も
の
で
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

10
万
円
を
現
金
一
括
給
付

３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

議
会
だ
よ
り

臨時号



質　　問 町政への抱負 初議会の感想 明日の山ノ内町への提言
　住民が主役であり、地域
の声を町政に届けるために
活動したい。
　併せて、弱い立場の人が
安心して生活できるように
尽力したい。
　なお、観光面で新型コロ
ナ感染症による大打撃を受
けているため、経済対策を
行う必要があります。

　現時点では議会臨時会の
出席でごく一部経験しただ
けのため、全体的な議会は
見えていません。
　なお、議会は活発な議論
はもとより、議案審議等に
関わる立場にあり、１に勉
強、２に勉強の姿勢のもと、
先輩議員に１歩でも近づけ
るようにしたいと考えます。

　少子高齢化並びに人口減
少対策、併せて、当町の基
幹産業である、観光と農業
の振興への取り組みなど、
課題は多くあります。
　なお、地域資源を活かし
た町づくりに係る検証も必
要と考えます。

　農業に携わるおばちゃん
ですが、政治を身近に感じ
られるきっかけになれた
ら、という思いです。「一
番大事なことは勇気であ
る」と議員の心構えにあり
ました。
　「観光と農業の町」と言
われますが，良い町だと実
感できるよう微力ながら頑
張ります。

　初議会は臨時会で、議席
に着いて初めて議案書を見
ました。わからない事が多
くドキドキしながらも、勇
気を出して疑問点を質問し
ました。町の貴重なお金の
使い方を判断することに、
責任の重さを痛感しました。
期待に応えられるよう努力
します。

　第６次総合計画が本当に
実現できたら素晴らしい町
になると思います。
　少子高齢化が進む中で、
若者や各種団体との交流な
どの“横の繋がり”は特に
大事です。コロナ禍で会議
や話し合いの機会が減って
いるので、改善方法をみな
さんと検討していきたいと
思います。

23 令和４年２月 議会だより第128号

新議員紹介・追悼の辞・編集後記

編
集
後
記

　
第
１
回
臨
時
議
会
の
冒

頭
、
議
場
に
お
い
て
全
員

で
故
望
月
貞
明
議
員
の
遺

影
に
黙
祷
し
、
追
悼
の
辞

も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
新
人
が
加
わ
り
、

新
た
な
体
制
と
な
っ
て
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
本
号
は
こ
う
し
た
議
会

報
告
と
し
て
臨
時
号
で
お

届
け
し
ま
す
。

　
時
に
観
光
で
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
第
６
波
に
よ
り
、

宿
泊
予
約
が
16
万
件
の
キ

ャ
ン
セ
ル
、
農
業
で
は
昨

年
の
凍
霜
害
や
降
雹
被
害

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
大
雪
に
よ
る
ブ
ド
ウ

棚
の
倒
伏
被
害
。
今
年
の

除
排
雪
負
担
は
例
年
の
比

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
と
し
て
も
、
町
民

の
皆
様
の
生
活
を
守
る
べ

く
町
と
連
携
し
て
い
き
ま

す
。
そ
う
し
た
活
動
を
皆

様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

な
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ

う
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
（
山
本
岩
雄　
記
）

　
議
員
一
同
を
代
表
し
て
、
故
望
月
貞
明
議
員
の

急
逝
を
悼
み
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
令
和
4
年
第
1
回
議
会
臨
時
会
に

あ
た
り
、
今
、
議
席
に
は
在
り
し
日
の
君
の
姿
は

な
く
、
た
だ
た
だ
議
員
一
同
惜
別
の
情
を
禁
じ
得

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
顧
み
る
に
望
月
君
と
は
２
０
１
１
年
4
月
の
初

当
選
組
で
、
現
在
3
期
半
ば
で
あ
り
、
当
初
か
ら

同
会
派
の
仲
間
と
い
う
縁
で
追
悼
の
言
葉
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
君
は
、
頭
脳
明
晰
で
飯
山
北
高
校
か
ら
中
央
大

学
へ
進
学
さ
れ
、
そ
の
後
、
株
式
会
社
タ
カ
ギ
セ

イ
コ
ー
に
長
年
勤
務
さ
れ
て
定
年
を
迎
え
ら
れ
た

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
は
地
域
の
寒
沢
東
区
長
、
南
部
地
区
協
議

会
副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
る
と
と
も
に
長
年
に
わ
た
り
消
防
団

活
動
に
も
ご
尽
力
さ
れ
、
山
ノ
内
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
3
期

半
ば
に
至
る
現
在
ま
で
の
約
10
年
6
か
月
の
間
に
は
総
務
産
業
常
任
委
員

長
、
社
会
文
教
常
任
委
員
長
、
広
報
常
任
委
員
長
な
ど
議
会
に
お
け
る
要

職
の
数
々
を
歴
任
さ
れ
、
加
え
て
、
議
会
本
会
議
で
の
一
般
質
問
は
欠
か

す
こ
と
な
く
、
特
に
医
療
、
健
康
福
祉
、
教
育
問
題
を
は
じ
め
、
空
き
家

対
策
、
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
町
民
生
活
に
密
着
し
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
質
問
と
提
言
に
振
る
わ
れ
た
君
の
熱
弁
は
耳
に
残
っ
て
離
れ
ず
、

哀
愁
の
情
極
ま
っ
て
今
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
に
、
あ
り
し
日
の
君
の
面
影
を
し
の
び
、
生
前
の
功
績
を
称
え
、

ひ
た
す
ら
泉
下
の
平
安
を
祈
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
様
に
限
り
な
い

ご
加
護
を
賜
る
こ
と
を
願
い
、
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
4
年
2
月
9
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       
　
　
　
山
ノ
内
町
議
会
代
表
　
西
　
　
宗
亮

故
望
月
貞
明
議
員
追
悼
の
辞

新 議 員 紹 介

塚
つかだ

田　一
かずお

男

湯
ゆも と

本るり子
こ

議員

議員

西宗亮議員による追悼の辞


